
▲▲梧桐新議長（左から3人目）と新役員の
方々

▲▲高野新会長（中央）と新役員の方々▲▲河合新会長（左端）と新役員の方々

▲▲挨拶を述べる
　松田会長

総会の様子▶

今
年
も
、
県
下
3
建
築
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
い
て
新
し
く
担
い

手
と
な
る
べ
く
大
工
の
技
能
・
技

術
を
学
ん
だ
生
徒
10
名
が
修
了
式

を
迎
え
た
。

い
ず
れ
も
、
仕
事
と
の
両
立
の

中
で
の
獲
得
し
た
修
了
証
で
あ
り
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

今
、
若
い
大
工
職
人
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
中
、
伝
統
工
法
を
継
承

し
て
い
く
担
い
手
と
し
て
、
大
工
職

人
の
誇
り
を
持
ち
、
確
か
な
腕
を

磨
き
、
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い

て
も
ら
い
た
い
。

◆
新
役
員

議　

長　

梧
桐　

秀
貴
（
福

野
）

副
議
長　

松
井　

孝
治
（
加

積
）

　

〃　
　

小
澤　

高
夫
（
婦

中
）

　

〃　
　

高
桑　

茂
和
（
中

田
）

　

〃　
　

岩
倉　

巧
典
（
井

波
）

幹
事
長　

吉
田　
　

葵
（
小
矢
部
）

幹　

事　

釈
永
雄
次
郎
（
立

山
）

　

〃　
　

横
畑　

友
彦
（
八

幡
）

　

〃　
　

堀
井　

保
雄
（
射

水
）

地
区
委
員
長　

米
澤　

正
昭
（
魚

津
）

　

〃　
　

針
山　

洋
史
（
岩

瀬
）

　

〃　
　

川
波　

貴
之
（
新

湊
）

　

〃　
　

細
井　

章
成
（
福

野
）

＝
活
き
活
き
ラ
イ
フ
と
親
睦
を
目
的

と
し
て
今
年
度
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
や
研
修
会
を
計
画
＝

日　

時

　

‌‌

平
成
31
年
2
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
よ
り

シ
ニ
ア
の
会

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
！

魚
津・高
岡・砺
波
の

3
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

＝
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
　

更
な
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
！
＝

◆
3
月
25
日（
月
）
午
後
2
時
～

◆
修
了
生
（
3
名
）

藤ふ
じ

井い　
　

覚さ
と
る　

　

風ふ

呂ろ

斗と

希き

司し

鍋な
べ

田た　

翔
し
ょ
う
へ
い平

◆
3
月
20
日（
水
）
午
前
10
時
～

◆
修
了
生
（
2
名
）

石い
し

井い　

雄ゆ
う
だ
い大　

　

中な
か
う
ち内　

友と
も

希き

◆
3
月
25
日（
月
）
午
後
1
時
～

◆
修
了
生
（
5
名
）

笠か
さ

井い　

智と
も
ひ
ろ裕　
　

城じ
ょ
う
ほ
う寶　

裕ゆ
う

貴き

杉す
ぎ
は
ら原　

雅ま
さ

代よ　
　

高た
か

見み　

和か
ず
な
り成

村む
ら　
　

健け
ん

伍ご

高
岡
訓
練
校

魚
津
訓
練
校

砺
波
訓
練
校

建
築
高
等
職
業
訓
練
校

― 松田会長（戸出支部）が再任、新体制でスタート ―
新しい時代にさらなる飛躍を！

平成31年度 通常総会を開催

通常総会で改選承認された県連役員体制
役　職 氏　名 専門委員会 支部
会 長 再 松 田 　 昇 戸 出

副会長

再 津 幡 正 秋 広 報 委 員 長 加 積
再 根　塚　三起生 教育指導委員長 富 山
新 高 岡 亮 輔 労務対策委員長 新 湊
再 西 野 隆 志 財 政 委 員 長 小矢部

理 事

再 五十里　　　守 教育指導委員会
住 宅 部 会 長 入 善

再 國 木 伸 悦 労務対策委員会
賃金・労働部会長 魚 津

新 下 島 達 雄 広 報 委 員 会
情 報 部 会 長 八 尾

新 三 輪 勝 則 労務対策委員会
税 金 部 会 長 岩 瀬

新 箱 江 良 一 広 報 委 員 会
制 度 部 会 長 高 岡

新 松 原 恭 二 財 政 委 員 会
総務・組織部会長 射 水

新 前　田　國代志 教育指導委員会
技 能 部 会 長 庄 東

新 杉 原 賢 磁 財 政 委 員 会
財 務 部 会 長 福 野

監 事

新 舟 川 正 範 黒 部
新 青 木 修 二 水 橋
新 澤 田 忠 幸 氷 見
再 吉 川 　 淳 福 野

場　

所

　

‌‌「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」
大
会
議
室

出
席
者　

‌
‌

59
名
（
来
賓
含
む
）

◆
新
役
員

会　

長　

高
野　

幸
雄
（
福

野
）

副
会
長　

松
下　

時
雄
（
立

山
）

〃　
　

堀
田　
　

勉
（
富　

山
）

〃　
　

奥
村　

弘
道
（
戸　

出
）

〃　
　

竹
中　

義
雄
（
福　

光
）

＝
古
民
家
情
報
の
収
集
や
現
地
視
察

研
修
を
計
画
＝

日　

時

　

‌‌

平
成
31
年
2
月
20
日（
水
）

午
後
4
時
30
分
よ
り

場　

所

　

‌‌「
ホ
テ
ル
よ
し
原
」
会
議
室

出
席
者

　

‌

25
名

◆
新
役
員

会　

長　

河
合
日
出
男
（
戸　

出
）

副
会
長　

高
島　

博
志
（
魚　

津
）

〃　
　

梅
清　

喜
一
（
婦　

中
）

〃　
　

松
原　

恭
二
（
射　

水
）

〃　
　

山
下　

一
夫
（
城　

端
）

理　

事　

永
原　
　

徹
（
上　

市
）

〃　
　

佐
藤　

信
春
（
大
沢
野
）

〃　
　

田
中　
　

優
（
西
高
岡
）

〃　
　

今
井　

政
廣
（
砺　

波
）

監　

事　

牧
野　

久
則
（
大
沢
野
）

〃　
　

堀
内　
　

宏
（
上　

市
）

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

温
故
知
新
の
精
神
で
！

平
成
31
年
度
通
常
総
会
が
、
2
月

5
日（
火
）午
後
1
時
30
分
か
ら
「
呉

羽
ハ
イ
ツ
」
に
お
い
て
、
役
員
・
支

部
長
・
評
議
員
ほ
か
153
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

松
田
会
長
は
総
会
冒
頭
に
、「
今

年
は
平
成
最
後
の
年
で
あ
る
と
と
も

に
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
年

で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
組
織
維
持
拡

大
対
策
、
担
い
手
育
成
対
策
、
諸
労

働
安
全
対
策
活
動
を
進
め
る
一
方
、

本
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
登
録

促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨

拶
し
た
。

次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
福
光

支
部　

池
田
美
津
雄
議
長
の
選
任
、

資
格
審
査
員
の
任
命
と
続
き
、
平
成

30
年
度
事
業
報
告
、
平
成
31
年
度
事

業
計
画
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
に
関
す
る
議
案
等
7
議
案
が
上
程
、

審
議
さ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

県
連
通
常
総
会
開
催
後
、
各
部
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成
31
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
役
員
改

選
等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
が
な
さ

れ
た
。

＝
職
人
ま
つ
り
を
開
催
し
、
新
規
加

入
促
進
な
ど
組
織
拡
大
の
取
組
を
計

画
＝

日　

時　

‌‌

平
成
31
年
3
月
7
日（
木
）

午
後
3
時
よ
り

場　

所

　

‌‌

富
山
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

テ
ラ
ス
富
山
」
大
会
議
室

出
席
者　

81
名
（
来
賓
含
む
）

各
部
会
の
総
会
報
告

青
年
部
協
議
会

若
い
力
で
組
織
活
性
を
！
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▲▲◀これまで手がけた
住宅の数々

▲▲よさこい用の地
じ

方
かた

車
しゃ

（音響機材を積み込
んだトラック。チーム
の櫓として様々な装
飾が施されている）

▲▲受付窓口開設にあたり導入された建設キャリアアップシ
ステム専用端末

な
り
、
現
在
修
行
中
。

ゆ
く
ゆ
く
は
こ
っ
ち
に

戻
っ
て
き
て
一
緒
に
働

け
る
日
が
来
る
だ
ろ
う

と
思
う
。
実
は
上
の
息

子
も
建
築
学
校
を
卒
業

し
て
資
格
も
取
っ
て
い
た
の
だ
が
、

残
念
な
が
ら
今
は
全
く
別
の
職
種
に

就
い
て
い
る
。

Ｑ　

修
業
は
厳
し
か
っ
た
か
？

Ａ　

優
し
い
親
方
だ
っ
た
の
で
、
全

然
厳
し
く
な
か
っ
た
。
し
い
て
言
う

な
ら
、
会
社
が
射
水
市
の
小
杉
だ
っ

た
の
で
富
山
方
面
の
現
場
が
多
く
、

自
宅
か
ら
遠
く
て
通
う
の
に
毎
回
1

時
間
以
上
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

こ
と
く
ら
い
。

Ｑ　

独
立
し
て
か
ら
の
仕
事
は
？

Ａ　

独
立
後
初
め
て
手
が
け
た
の
は
、

知
り
合
い
の
家
の
一
戸
建
て
住
宅
。

誰
で
も
そ
う
だ
が
、
自
分
も
初
め
て

の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
と
緊
張
し
た
り
、

気
を
も
ん
だ
り
し
た
も
の
だ
。
以
来
、

新
築
住
宅
は
年
間
2
棟
ほ
ど
、
こ
れ

ま
で
約
40
～
50
棟
ほ
ど
手
が
け
た
。

一
般
住
宅
が
メ
イ
ン
で
、
設
計
か
ら

建
築
ま
で
す
べ
て
自
分
で
や
り
、
最

近
は
水
回
り
や
外
壁
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
も
多
い
。

Ｑ　

大
工
以
外
で
の
活
動
は
？

Ａ　

10
年
以
上
前
か
ら
「
よ
さ
こ
い
」

を
始
め
た
。
元
々
は
地
元
の
チ
ー
ム

に
加
入
し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら

チ
ー
ム
が
解
散
し
た
た
め
、
現
在
は

富
山
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
週
1
回
練

習
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
約
50
名

ほ
ど
、
う
ち
9
割
が
女
性
で
男
性
は

数
名
の
み
だ
が
、
年
代
も
職
種
も

様
々
な
人
が
集
ま
っ
て
い
て
お
も
し

ろ
い
。
毎
月
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
年
間
約
20
ほ
ど
参
加
し
て
い

る
。
来
月
5
月
に
も
環
水
公
園
で
行

わ
れ
る
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
『
願

い
』
に
参
加
予
定
だ
。
私
は
マ
イ
ク

担
当
。
チ
ー
ム
紹
介
を
し
た
り
、
合

い
の
手
を
入
れ
た
り
、
最
近
は
踊
る

よ
り
も
し
ゃ
べ
る
方
が
多
く
な
っ
た
。

Ｑ　

最
後
に
、
若
い
大
工
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ　

い
ろ
ん
な
所
へ
顔
を
出
し
て
、

Ｑ　

大
工
の
道
を
志
し
た
の
は
？

Ａ　

祖
父
と
父
が
大
工
だ
っ
た
の
で
、

自
然
と
大
工
の
道
に
進
ん
だ
。
高
校

卒
業
後
、
井
波
出
身
だ
っ
た
当
時
の

親
方
の
元
に
弟
子
入
り
し
、
入
っ
て

3
年
間
は
昼
の
仕
事
と
並
行
し
て
週

に
1
～
2
回
、
砺
波
訓
練
校
の
夜
間

に
も
通
っ
て
学
ん
だ
。
7
年
ほ
ど
修

行
し
た
後
、
25
歳
で
独
立
。
以
降
、

父
や
弟
ら
と
と
も
に
仕
事
を
し
て
い

る
。昨

年
春
か
ら
は
、
建
築
関
係
の
学

校
を
卒
業
し
た
下
の
息
子
が
大
工
に

人
づ
き
あ
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

大
工
の
仕
事
だ
け
を
し
て
い
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

た
く
さ
ん
の
人
に
自
分
の
顔
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

誰
で
も
全
然
知
ら
な
い
人
に
仕
事
は

頼
ま
な
い
も
の
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
も
サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
、
ど

ん
な
活
動
で
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
接
し
、
人
と
の
繋

が
り
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。

人づきあいを大切に
人との繋がりを広げてほしい
両砺波地協　井波支部
水口 利夫さん（48歳）

建
設
技
能
者
の
保
有
資

格
、
社
会
保
険
等
へ
の
加

入
情
報
の
登
録
お
よ
び

日
々
の
就
労
履
歴
の
蓄
積

を
行
い
、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
国
の
定
め
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
技

能
評
価
を
す
す
め
る
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
が
予
定
よ
り
1
年
遅

れ
て
4
月
1
日
よ
り
本
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
県
連
で
は
、
こ
れ
と

並
行
し
て
受
付
窓
口
と
し

て
の
準
備
を
す
す
め
、
3
月
25
日（
月
）よ
り
正
式
に
受
付
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
方
法
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
録
（
登
録
料
2
，５
０
０
円
）、
郵
送
登
録
、
受

付
窓
口
登
録
（
登
録
料
3
，５
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
が
、
登
録

に
多
少
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
付
窓
口
で
の
登
録
申
請
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

県
連
で
は
、
組
合
員
で
平
成
30
年
度
4
月
以
降
に

下
記
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
に
、
区
分
に
応
じ
て

報
奨
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
（
平
成
30
年

度
4
月
～
12
月
）
の
申
請
者
数
は
、
木
造
建
築
物
の

組
立
主
任
8
名
、
登
録
基
幹
技
能
者
2
名
の
10
名
で
、

資
格
を
取
得
し
な
が
ら
も
未
申
請
と
な
っ
て
い
る
方

も
多
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
制
度
で

す
の
で
ご
活
用
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
有
効
期
間
は
、
資
格
取
得
日
か
ら
3

年
以
内
で
す
。

申
請
方
法
、
申
請
書
式
は
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

4
月
1
日
よ
り
本
運
用
開
始

資
格
取
得

報
奨
金
制
度

へ
の
申
請
を
！

県
連
で
は
受
付
窓
口
を
開
設

本年も上記講習を実施いたします。この講習は、厚生労働省の助成対象講習
です。ぜひ該当者が受講されますようにご配意をお願い申し上げます。平成 31
年計画としては、今回のみの開催となります。

◆開催日時
　6月6日（木）～7日（金）▲9時～17時15分
◆開催場所
　富山県建築会館2階　大会議室
◆定員
　100名（定員に達し次第締め切ります）
◆受講料及びテキスト代
　・▲受 講 料　▲1人当たり12,000円（受講一部免除は、1人当たり8，000円）
　・テキスト代　1,600円
◆申込・問合せ先
　一般社団法人▲富山県建築組合連合会（TEL▲076－428－8255）
　※申込は、持参または郵送でお願いします。
◆申込日時
　5月8日（水）・9日（木）▲9時～16時
　※▲詳細は、HPをご覧ください。申込書もダウンロードできます。

県連受付窓口業務について
◆受　付　日　▲▲土日、祝日、年末年始、お盆、その他（総会、評議員

会等の会議開催日、各種イベント開催日）を除く
◆受付時間帯　9時～ 12 時、13 時～ 16 時
◆そ　の　他　FAX、TELによる事前申込が必要

建設キャリアアップシステム登録モニター募集
県連では、このシステムの理解者を地域でより多く増やし、広く普及
するため登録モニターを募集します。

①募集期間▲ 6月末
②応募方法▲ 県連ホームページに応募用紙を掲載▲
▲ 応募用紙をFAXにて県連事務局あて送付▲
▲ FAX▲076－428－8277
③募集人数▲ 各地協3名　4地協計 12 名▲
▲ 応募多数の場合は、抽選により決定
④登録方法▲ 県連受付窓口を利用して登録申請をおこなう▲
▲ 8月末までに登録を完了する
⑤モニター助成▲ 技能者登録助成　2,000円▲
▲ 事業者登録助成　1,500円▲
▲ （※事業者登録ID取得料金は、毎年2,400円課金されます。）

「木造建築物の組立て等作業主任者技能講習」のご案内

対 象 資 格

一級建築士、設備設計一
級建築士、構造設計一級
建築士、単一等級技能士、
一級技能士、一級施工管
理技士、第一種電気工事
士、電気通信主任技術者、
電気主任技術者（第一種、
第二種）、給水装置工事
主任技術者、登録基幹技
能者

※技能検定　建設関係32職種　※登録基幹技能者　33職種　※職業訓練指導員免
許　11科（建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、表具科、左官・タイル科、配管科、木
工科、塗装科、塑性加工科）

二級建築士、木造建築
士、二級技能士、二級
施工管理技士、第二種
電気工事士、電気主任
技術者（第三種）、電気
通信工事担任者、職業
訓練指導員免許

ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい
道等の覆工、ずい道等の掘削等、
採石のための掘削、鋼橋架設等、
コンクリート橋架設等、石綿、鉛、特
定化学物質及び四アルキル鉛等、
木材加工用機械、型枠支保工の
組立て等、足場の組立て等、木造
建築物の組立て等、建築物の鉄
骨の組立て等、地山の掘削及び
土止め支保工、コンクリート造の工
作物の解体等、有機溶剤、酸素欠
乏・硫化水素危険

区分1 区分2 区分3
支給金額10,000円 支給金額6,000円 支給金額3,000円

各
種
資
格
を
取
ら
れ
た
方
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
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▲▲高見▲
常務理事

▲▲𠮷川▲
代表監事

▲▲宮本▲
副理事長

▲▲田知本▲
副理事長

▲▲丸田▲
理事長

高岡地協　新湊支部
川波 貴之

両砺波地協▲▲福野支部
梧桐 秀貴

建
築
組
合
活
動
に

参
加
す
る
意
味

青
年
部
新
議
長
あ
い
さ
つ

高
岡
地
協
新
湊
支
部
の
川
波
で
す
。

今
年
度
よ
り
高
岡
地
協
青
年
部
の
地

区
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
6
年
前
、
私
が
初
め

て
新
湊
支
部
の
青
年
部
役
員
に
な
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。
正
直
、
役
員
に

な
る
前
ま
で
の
私
は
、「
青
年
部
活

動
な
ん
て
、
自
分
に
は
一
切
関
係
の

両
砺
波
地
協
福
野
支
部
の
梧
桐
秀

貴
で
す
。
今
年
度
、
青
年
部
議
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

去
年
ま
で
副
議
長
を
務
め
、
議
長

の
大
変
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
に
、

自
分
に
議
長
が
務
ま
る
の
か
と
い
う

不
安
や
心
配
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
以
上
に
青
年
部
と
し
て
富
山
が

行
動
す
る
先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
や
る
気
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
や
る
気
が
し
っ
か

り
と
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
け
ま
す

よ
う
に
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
3
月
19
日（
火
）午
後
2

時
よ
り
県
連
会
館
大
会
議
室
に
お
い

て
「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
低
コ
ス

ト
工
法
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
木
造
住
宅
耐
震
化
工

法
で
は
天
井
、
床
な
ど
の
解
体
が
必

要
で
あ
り
、
大
き
な
費
用
負
担
を
必

要
と
し
耐
震
化
普
及
が
進
ま
な
い
一

要
因
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
講
習

会
で
は
大
き
な
解
体
を
伴
わ
な
い
低

コ
ス
ト
耐
震
化
工
法
を
学
ん
だ
。

最
初
に
県
か
ら
平
成
31
年
度
の
木

造
住
宅
の
耐
震
化
事
業
の
取
組
み
具

体
策
と
し
て

・▲▲

平
成
31
年
度
よ
り
耐
震
改
修
補
助

が
最
大
60
万
円
か
ら
100
万
円
に
引

き
上
げ

・▲▲

補
助
対
象
の
範
囲
、
基
準
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
達
人
塾
ネ
ッ
ト

㈱
Ｕ
建
築
代
表‌

丸
谷
勲
氏
よ
り
合

板
工
法
に
よ
る
具
体
的
耐
震
化
施
工

事
例
を
中
心
に
講
習
が
な
さ
れ
た
。

な
い
こ
と
、
絶
対
に
や
り
た
く
な
い

こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
い
つ
の
間
に
か
支
部
長
と
な
り
、

そ
し
て
地
区
委
員
長
と
い
う
大
役
ま

で
任
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
、
自
分
自
身
で
も
大
変
驚

い
て
い
ま
す
。

当
然
私
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
に
助
け
て
く
れ
る
の

が
、
青
年
部
の
仲
間
た
ち
で
す
。
も

と
も
と
人
見
知
り
だ
っ
た
私
に
気
軽

に
話
し
か
け
て
く
れ
た
新
湊
支
部
や

高
岡
地
協
の
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
、

自
分
の
世
界
が
と
て
も
広
が
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
青
年
部
役
員

に
な
る
前
ま
で
の
自
分
か
ら
は
想
像

も
つ
か
な
い
ほ
ど
人
と
の
繋
が
り
が

広
が
っ
て
い
き
、
そ
う
し
た
中
で
自

分
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方

も
次
第
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
一
軒
現
場
を
請
け
負

え
ば
、
各
職
人
さ
ん
の
力
な
く
し
て

工
事
は
完
了
し
ま
せ
ん
。
仲
間
の
力

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
切
な
も
の
だ
と

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の

組
合
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

た
だ
近
年
は
、
部
員
の
減
少
に
よ

り
青
年
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
中
で
も

も
っ
た
い
な
い
な
あ
と
思
う
の
が
、

青
年
部
に
在
籍
し
て
い
る
の
に
活
動

に
参
加
し
な
い
方
々
が
お
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
か
つ
て
の
自
分
自

身
が
そ
う
だ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
気

持
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
青
年
部

活
動
の
楽
し
さ
や
、
自
分
自
身
が
成

長
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
意
義

の
あ
る
場
」
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の

低
コ
ス
ト
工
法
﹂講
習
会
を
開
催

大
き
な
解
体
を
伴
わ
な
い
耐
震
化
工
法
を
学
習

●
物
故
会
員
名

（
平
成
30
年
12
月
14
日
～
平
成
31
年
4
月
10
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

朝

日

勝
原　

正
文

63
歳

新

湊

中
曽　

昌
三

89
歳

氷

見

村
中　

光
男

65
歳

富

山

津
田　

進
行

85
歳

黒

部

大
坪　

辰
弘

67
歳

立

山

岡
本　

裕
二

55
歳

新

湊

田
中　
　

誠

62
歳

以
上
7
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

丸
谷
氏
は
愛
知
県
に
お
い
て
自
ら
年

間
20
棟
余
り
の
耐
震
化
施
工
を
行
っ

て
い
る
だ
け
に
説
得
力
が
あ
り
、
講

習
修
了
後
も
多
く
の
受
講
者
か
ら
質

問
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
講
習
で
使
用
し
た
テ

キ
ス
ト
は
、「
愛
知
建
築
地
震
災
害

軽
減
シ
ス
テ
ム
研
究
協
議
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
と
の
こ
と
。

2
月
25
日
、
氷
見
市
商
店
街
連

盟
と
氷
見
商
会
議
所
の
街
ゼ
ミ
が
開

催
さ
れ
、「
大
工
の
工
場
見
学
と
小

物
作
り
」
は
同
市
柿
谷
の
木こ

乃の

香か

建

築
に
て
行
わ
れ
た
。
親
子
連
れ
12
名

が
大
工
の
仕
事
の
一
端
を
体
験
し
た
。

参
加
者
は
、
鉋
か
け
と
は
し
ご
形

の
小
物
作
り
を
体
験
。
各
部
材
を
は

め
込
ん
だ
後
、
金
槌
で
釘
を
打
ち
こ

ん
で
組
み
立
て
た
。
参
加
者
の
児
童

は
、「
釘
を
真
っ
直
ぐ
打
つ
の
は
難

し
か
っ
た
。
大
工
の
仕
事
は
楽
し
い

で
す
」
と
感
想
を
述
べ
、
代
表
の
正

力
健
太
郎
氏
は
、「
木
の
魅
力
と
温

も
り
を
感
じ
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
続
け
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

氷
見
で
街
ゼ
ミ

大
工
の
工
場
見
学
と

小
物
作
り

〈
平
成
31
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
定
〉

2
月
22
日（
金
）午
後
2
時
よ
り
、

富
山
県
建
築
会
館
2
階
大
会
議
室
に

お
い
て
、
平
成
31
年
度
通
常
組
合
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丸
田
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来

賓
と
し
て
、（
一
社
）
富
山
県
建
築

組
合
連
合
会
会
長
、
松
田
昇
氏
の
祝

辞
が
あ
り
、
寺
輝
雄
議
長
、
宮
下
剛

副
議
長
に
よ
り
、
議
事
録
署
名
人
に

太
田
道
博
氏
（
魚
津
支
部
）、
水
持

安
弘
氏
（
射
水
支
部
）
の
両
氏
を
選

任
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
7

号
議
案
ま
で
、
2
年
に
一
度
の
役
員

改
選
を
含
む
全
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
第
1
号

平
成
31
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

保
険
組
合
事
業
計
画
の
件

議
案
第
2
号

平
成
31
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

保
険
組
合
歳
入
歳
出
予
算
の
件

議
案
第
3
号

平
成
31
年
度
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画
の
件

通
常
組
合
会
開
催

議
案
第
4
号

平
成
31
年
度
借
入
金
の
件

議
案
第
5
号

平
成
31
年
度
保
険
料
の
件

議
案
第
6
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
役

員
選
任
の
件

議
案
第
7
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
顧

問
委
嘱
の
件

通
常
組
合
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

た
役
員
に
よ
る
選
考
会
議
を
3
月
22

日
開
催
し
、
新
た
な
建
設
国
保
の
執

行
役
員
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

役
職
名

氏

　名

（
支
部
名
）

理
事
長

丸
田

　和
重
（
黒

　
　部
）

副
理
事
長

田
知
本

　亮
（
富

　
　山
）

〃

宮
本

　
　忠
（
新

　
　湊
）

常
務
理
事

高
見

　雅
志
（
井

　
　波
）

理

　
　事

浅
地

　義
則
（
富

　
　山
）

〃

永
井

　
　豊
（
婦

　
　中
）

〃

武
田

　
　孝
（
呉

　
　羽
）

〃

花
木

　浩
和
（
八

　
　尾
）

〃

霜
越

　光
雄
（
朝

　
　日
）

〃

室

　
　浩
二
（
入

　
　善
）

〃

江
島

　昌
和
（
魚

　
　津
）

〃

吉
川

　孝
弘
（
立

　
　山
）

〃

金

　
　康
則
（
高

　
　岡
）

〃

浅
井

　雅
文
（
高
岡
東
部
）

〃

北

　
　孝
志
（
氷

　
　見
）

〃

加
藤

　勝
久
（
射

　
　水
）

〃

山
元

　勇
二
（
小
矢
部
）

〃

村
澤

　俊
成
（
砺

　
　波
）

代
表
監
事

𠮷
川

　
　淳
（
福

　
　野
）

監

　
　事

青
木

　修
二
（
水

　
　橋
）

〃

舟
川

　正
範
（
黒

　
　部
）

〃

澤
田

　忠
幸
（
氷

　
　見
）

新
た
に
選
任
さ
れ
た
組
合

役
員
と
執
行
役
員
体
制

第二期 保健事業実施計画（データヘルス計画）

平成 30 年度から6年間に取り組むデータヘルス計画を
決定しましたので、その具体的な実施内容を掲載します。

⑴　特定健診受診率・特定保健指導実施率の向上
① 当初の3ヵ年は、特定健診受診率の向上を重点に取り

組みます。
② 医療費の抑制に繋がる、がん検診（胃がん、肺がん、

大腸がん）受診率の向上に努めます。
③ 特定健診は地域組合で設定した集団検診を基本としま

すが、指定日に受診できなかった者には、地域の掛か
り付け医や人間ドックの受診を周知していきます。

④ 受診率の低い地域組合や未受診者への受診勧奨を強
化します。

⑤ 健診当日、特定保健指導対象者に該当しそうな者へ
の初回面接が認められたことから、対応が可能な契約
健診機関には提供を要請していきます。

⑵　後発医薬品の使用促進
患者負担の軽減と医療費の抑制にもつながる、後発

医薬品（ジェネリック医薬品）の利用促進を図るため、
診療報酬等情報に基づき、ジェネリック医薬品を使用し
た場合に具体的な自己負担について、一定以上の効果
が見込める被保険者に年2回通知を行い、通知前後で切
り替えが行われているかを検証していきます。

⑶　糖尿病性腎症重症化予防の取組み
医療保険者の果たす役割として、糖尿病性腎症重症

化予防への取り組みを強化することとし、毎年度ごとに
対象者を抽出し受診勧奨を行っていきます。
① 抽出対象者：前年度の特定健診を受診し糖尿病未治

療で 「HbA1C」 値が、8.0％以上の者
② 指導の方法：個別契約を締結している6指定実施機関

と連携し、郵送による受診勧奨と各指定受診機関によ
る指導を行う。

【年度別達成目標】 2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

特定健診受診率 60％ 62％ 64％ 66％ 68％ 70％
特定保健指導実施率 10％ 14％ 18％ 22％ 26％ 30％

平成31年度は、「組合員資格の
確認調査」実施年度です！
資格調査については、平成 24 年3月
26 日付け厚生労働省保険局国民健康保
険課長通知で、「2, 3年に1回以上」
定期的な確認を実施することとされて
います。
この調査で資格の無い組合員が加入
していた場合は、補助金の返還につな
がるものであり、当国保では平成 31 年
度に組合員の全てを対象に実施します。
確定申告書の写し等の証明書類の準
備をお願いいたします。

国保事務担当者研修会のご案内
◆日時：5月24日（金）14時～　　◆場所：富山県建築会館

ハガキ要請行動（夏）
の取組について
社会保障関係予算の削
減が強く叫ばれる厳しい状
況にあります。
2020 年度における国保
組合関係予算の現行水準
確保に向けた取組を強化す
るため、組合員一人ハガキ
2枚を目標として“ハガキ要
請行動（夏）”に取組みま
すのでご協力をお願いします。
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▲▶
平
成
最
後
の
大
会
で
V
10
に
輝
い
た

戸
出
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

（
写
真
右
か
ら
2
番
目
）個
人
の
部
で

2
連
覇
し
た
山
田
康
司
さ
ん（
戸
出
）

富山地協　富山支部
池上 敏久

「
よ
う
や
く
着
い
た
ね
。」

私
た
ち
3
人
は
富
士
山
頂
で
が
っ

ち
り
握
手
を
し
た
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は

富
士
山
頂
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

居
酒
屋
で
登
山
の
反
省
会
を
行
っ
て

い
た
と
き
の
こ
と
、
元
県
連
事
務
局

長
の
塩
谷
氏
が
「
富
士
山
に
登
っ
た

こ
と
な
い
け
ど
、
一
度
は
登
っ
て
み

た
い
な
」
と
話
し
始
め
た
。
彼
と
元

建
設
国
保
事
務
局
長
の
吉
田
氏
と
私

の
3
人
で
年
に
3
～
4
回
山
に
登
っ

て
い
る
が
、
富
士
山
の
頂
上
を
踏
ん

だ
者
は
い
な
か
っ
た
。「
よ
し
、
行

こ
う
」
善
は
急
げ
だ
と
ば
か
り
、
塩

谷
氏
が
早
速
2
泊
3
日
の
登
山
計
画

書
を
作
成
。
そ
れ
に
従
っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
、
本
番
に
備
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
富
士
山
と
は
い
え
、
標
高

が
高
い
だ
け
に
侮
れ
な
い
。
し
っ
か

り
準
備
が
必
要
だ
。

そ
し
て
本
番
当
日
の
7
月
31
日
。

午
前
4
時
半
頃
、
車
中
泊
予
定
の
河

口
湖
駐
車
場
に
到
着
。
翌
8
月
1
日

8
時
過
ぎ
、
駐
車
場
横
か
ら
出
て
い

る
五
合
目
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に

乗
り
込
ん
だ
。
や
が
て
バ
ス
は
ぐ
ん

ぐ
ん
高
度
を
上
げ
て
、
富
士
吉
田
市

を
一
望
に
見
下
ろ
せ
る
高
さ
へ
。

「
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
大
き
い
山
だ
な
」

と
感
嘆
す
る
こ
と
し
き
り
だ
っ
た
。

9
時
頃
、
1
時
間
弱
の
乗
車
で
終
点

の
五
合
目
に
到
着
、
ま
ず
観
光
客
の

多
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
し
か
も
飛
び

交
う
言
葉
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
語
で

あ
る
。
長
居
は
無
用
と
、
早
速
ザ
ッ

ク
を
担
ぎ
、
本
日
の
宿
泊
地
『
七
合

目
ト
モ
エ
館
』
へ
と
登
山
を
開
始
し

た
。
五
合
目
付
近
は
木
立
が
生
い
茂

り
、
登
山
道
か
ら
の
展
望
は
遮
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
登
山
道
と
下
山
道

は
別
に
な
っ
て
い
た
。
3
時
過
ぎ
、

大
勢
の
宿
泊
客
で
ご
っ
た
返
す
ト
モ

エ
館
に
到
着
、
案
内
さ
れ
た
部
屋
に

荷
物
を
置
き
、
一
息
つ
い
た
。
夕
食

ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
吉
田
氏

と
翌
日
の
コ
ー
ス
の
下
見
に
出
か
け

た
。
1
時
間
ほ
ど
で
八
合
目
小
屋
に

到
着
し
た
が
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
雨

が
降
り
出
し
た
の
で
こ
こ
で
引
き
返

し
、
宿
で
私
た
ち
の
帰
り
を
心
配
そ

う
に
待
っ
て
い
た
塩
谷
氏
と
合
流
。

翌
日
は
午
前
0
時
出
発
の
た
め
、
早

め
に
休
む
こ
と
に
し
た
。

ま
だ
日
付
が
変
わ
ら
な
い
午
後
11

時
半
に
起
床
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
明

か
り
を
頼
り
に
荷
物
を
ま
と
め
外
に

出
た
。
気
温
は
10
℃
前
後
と
寒
い
が
、

遠
く
富
士
吉
田
市
の
街
の
明
か
り
が

美
し
く
、
見
上
げ
る
と
、
御
来
光
を

頂
上
で
見
よ
う
と
す
る
登
山
者
た
ち

の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
列
と
、
満
天
の

●タテのキー
①春の空にピーチクパーチクさえずる鳥
②アカ、エゾ、トドなどの種類がある針葉樹
③木偏に春と書く植物
⑤そばで見ているだけ
⑥4月1日には嘘をついてもいい風習○○○○○フール
⑧ベッドやタンスなど
⑪鬼の頭にある
⑬○○○名分
⑭春に新1年生が初めて勢ぞろいする○○○○○式
⑯大豆を主原料とした調味料
⑱こどもの日に空を泳ぎます
⑳春になると土の中から顔を出す植物
㉑結婚式での主役
㉔目的地への途中でちょっと食うことも…
㉕花見に行っても食べてばかり…まさに花より○○○
㉖○○の大食い
㉚カーニバルで有名なブラジルの都市

●ヨコのキー
①3月3日に女友達を呼んで大騒ぎ
④つぼ焼きが美味な春の巻貝
⑦騙されないよう眉につける
⑨セ氏温度を表す記号
⑩歩合
⑫千昌夫のヒット曲「○○○○の春」
⑮ジャンプ力のすごい害虫
⑰経済的な余裕
⑲春なのにお別れ…
㉒田植えで田んぼに植える植物
㉓ニューヨークの自由の○○○
㉕野球のバッター
㉗物事のきっかけをつくるときに切る
㉘4～5月頃に美しい花を咲かせ、富貴の花ともされる
㉙春の七草の1つ
㉛ゴールデン・ウィークに観光地へ…でも○○は捨てず
に持って帰ってね
㉜大相撲春場所の行われる都市

新生活の始まり
解答欄 A B C D E F G H I

●先回の解答　ネンガジョウ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
横田　慶子（富山）　　中田　勇二（富山）
高瀬　啓子（魚津）　　横尾　宗憲（新湊）
森田　久史（砺波）

●応募方法　Ａ～Iの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記ま
でお送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多
数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解
答と当選者は匠199号で発表します。

●応募締切日　2019年6月28日（金）消印有効
●送付先
　・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
　富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

　・FAX：076-428-8277

星
空
が
広
が
っ
て
い
た
。「
今
日

は
良
い
天
気
な
る
ぞ
」
と
確
信
し

出
発
。
30
～
40
分
登
り
10
分
休
憩

を
1
ピ
ッ
チ
に
し
て
、
リ
ズ
ム
を

崩
さ
な
い
よ
う
ひ
た
す
ら
登
る
。

九
合
目
に
差
し
掛
か
る
頃
に
は
周

囲
も
明
る
く
な
り
始
め
た
の
で
、

バ
ー
ナ
ー
で
湯
を
沸
か
し
、
温
か

い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
御
来

光
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
1
日
の

う
ち
で
一
番
気
温
が
低
く
寒
い
時

間
帯
。
や
が
て
遠
く
か
す
か
に
見

え
る
山
脈
の
上
か
ら
、
燦
然
と
輝

く
太
陽
が
姿
を
現
し
た
。
周
り
の

登
山
者
た
ち
は
そ
の
姿
を
カ
メ
ラ

に
納
め
る
の
に
余
念
が
な
い
。
塩

谷
氏
も
然
り
だ
っ
た
。

さ
て
、
御
来
光
も
拝
ん
だ
し
、

頂
上
ま
で
は
近
い
。
も
う
一
踏
ん

張
り
頑
張
ろ
う
―
―
2
時
間
30
分

の
登
り
の
後
、
あ
え
ぐ
よ
う
に
し

て
頂
上
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
の
は

8
時
近
く
で
あ
っ
た
。

富
士
山
に
登
っ
て
き
ま
し
た

県連ボウリング大会開催
戸出チームがＶ10の栄光に輝く

日　時：平成31年4月7日（日）AM9：30スタート
場　所：富山地鉄ゴールデンボウル
参加者：35チーム（175名） ●団体の部

　優勝　戸　出
　次勝　八　尾
　３位　大沢野
●個人の部
　優勝　山田　康司（戸　出）
　次勝　酒井　優一（魚津Ｂ）
　３位　油本　義広（魚津Ａ）
　４位　金井　　優（射水Ａ）
　５位　水持　安弘（射水Ｂ）
　６位　島田　智也（大　山）
　７位　星名　潤哉（上　市）
　８位　袋　　敏夫（富　山）
　９位　滝本　満也（八　尾）
　10位　新　　英樹（射水Ｂ）

成　績

第26回

第27回県連ゴルフコンペ
開催のご案内

◆開催日時
2019年6月14日（金）（受付7時50分より）
午前8時56分スタート（アウト・イン同時スタート）
◆開催場所
太閤山カントリークラブ
（射水市平野1番地▲▲TEL0766-56-1200）
◆参加資格▲ 県連の組合員
◆会　　費
1人2,000円（当日受付にて徴収）
◆プレー代
1人11，360円（お食事券付、各自負担に
て各 カ々ントリークラブへ支払う）
◆申込締切▲ 5月24日（金）
◆詳細は別途ご案内致します。

シニアの会 第32回パークゴルフ
大会開催のご案内

◆開催日時
2019年6月4日（火）
午前9時集合・受付、午前9時20分開
会式、午前9時30分スタート
◆開催場所
▲いこいの村磯

いそっぷ

破風（旧いこいの村富山）
パークゴルフ場
（富山市婦中町細谷1-2▲▲TEL076-469-5770）
◆会　　費
1人3,000円（昼食付・当日徴収）
◆申込締切　▲5月21日（火）
シニアの会地域委員に申込みのこと
◆お問合せ　県連事務局
（TEL076-428-8255　FAX076-428-8277）

●今回のお父さん
高岡地協　氷見支部　宮越 昌幸さん

氷
見
市
立
朝
日
丘
小
学
校
2
年

宮み
や

越こ
し　

禅ぜ
ん

さ
ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
し
ご
と
で

だ
い
く
を
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に

家
で
こ
う
さ
く
を
し
て
い
る
時

に
、「
ぼ
く
に
も
さ
せ
て
」
と

い
っ
て
く
ぎ
を
う
た
せ
て
も
ら
っ

た
時
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
お
父
さ
ん
も
「
セ
ン

ス
が
あ
る
な
～
」
と
い
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
も
だ
い
く
に
な

れ
る
か
も
と
思
い
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
は
ぼ
く
が
ほ
し
い
と
い
っ

た
し
し
ま
い
の
て
ん
ぐ
の
ぼ
う
を

か
ん
た
ん
に
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
友
だ
ち
に
も
作
っ
て
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
ほ
い
く
園
の
時
、
お

父
さ
ん
が
や
ね
の
上
で
し
ご
と
を

し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

高
い
と
こ
ろ
で
楽
し
そ
う
に
し
ご

と
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
が
と
て
も
す
き
で
す
。
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